
(57)【要約】

継目取付支援装置（１３０）を用いて、抄紙機の織物（

１００）の継ぎ合わせを支援する方法を開示する。継目

取付支援装置（１３０）は、二つの部分より成る。各部

は、織物の表面の隙間の中に螺旋又はループ要素（２４

０）を詰め込むこと及び繋ぎ材又は軸棒（２５０）を用

いて要素を固定することにより、織物（１００）の端部

（１１０，１２０）から予め決められた距離に取り付け

られた取付縁部（１７０）を有する。各部分の結合縁部

（１４０）がそこで一緒に結合させられ、それにより織

物の二つの取り付けられた端部（１１０，１２０）を継

ぎ合わせのために持ち寄せている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 抄 紙 機 用 織 物 の 継 ぎ 合 わ せ を 支 援 す る 継 目 支 援 装 置 で あ っ て ：
　 機 械 と 交 差 す る 方 向 に 織 物 に 取 り 付 け る 第 １ 取 付 縁 部 と 、 織 物 の 第 １ 端 部 か ら 機 械 方 向
へ の 第 １ 距 離 と 、 第 １ 接 続 縁 部 と を 有 す る 第 １ 部 分 ； 及 び
　 機 械 と 交 差 す る 方 向 に 織 物 に 取 り 付 け る 第 ２ 取 付 縁 部 と 、 織 物 の 第 ２ 端 部 か ら 機 械 方 向
へ の 第 ２ 距 離 と 、 第 ２ 接 続 縁 部 と を 有 す る 第 ２ 部 分 ；
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 取 付 縁 部 は 、 前 記 織 物 の 表 面 に お け る 隙 間 に 適 合 さ れ そ の 他 は 前 記 織 物 の 表 面
に 取 り 付 け ら れ 且 つ ピ ン ヤ ー ン 又 は 軸 棒 を 用 い て 固 定 さ れ る 螺 旋 又 は ル ー プ 要 素 を 有 し ；
　 前 記 第 ２ 取 付 縁 部 は 、 前 記 織 物 の 表 面 に お け る 隙 間 に 適 合 さ れ そ の 他 は 前 記 織 物 の 表 面
に 取 り 付 け ら れ 且 つ ピ ン ヤ ー ン 又 は 軸 棒 を 用 い て 固 定 さ れ る 螺 旋 又 は ル ー プ 要 素 を 有 し ；
且 つ
　 前 記 第 １ 接 続 縁 部 は 、 第 ２ 接 続 縁 部 に 取 付 可 能 で あ り 、 前 記 織 物 の 前 記 第 １ 端 部 と 前 記
第 ２ 端 部 と は 、 前 記 第 １ 接 続 縁 部 と 前 記 第 ２ 接 続 縁 部 と が 接 続 さ れ る 際 前 記 の 取 り 付 け ら
れ た 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と に よ っ て 継 ぎ 合 わ せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 継 目 支 援 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 部 分 及 び 前 記 第 二 部 分 は 、 実 質 的 に 同 様 な 寸 法 を 有 し 、
　 前 記 の 取 付 縁 部 及 び 前 記 の 接 続 縁 部 は 、 平 行 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 取 付 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 取 付 縁 部 の 幅 は 、 実 質 的 に 前 記 織 物 の 幅 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 接 続 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 接 続 縁 部 は 、 実 質 的 に 前 記 織 物 の 幅 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 織 物 の 前 記 第 １ 端 部 か ら の 前 記 第 １ 距 離 は 、 実 質 的 に 前 記 第 １ 取 付 縁 部 か ら 前 記 第
１ 接 続 縁 部 へ の 距 離 で あ り 、
　 前 記 織 物 の 前 記 第 ２ 端 部 か ら の 前 記 第 ２ 距 離 は 、 実 質 的 に 前 記 第 ２ 取 付 縁 部 か ら 前 記 第
２ 接 続 縁 部 へ の 距 離 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 接 続 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 接 続 縁 部 は 、 ジ ッ パ ー 構 造 を 形 成 す る 噛 み 合 わ せ 要 素 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 接 続 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 接 続 縁 部 は 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 型 閉 鎖 具 か ら
な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 取 付 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 取 付 縁 部 は 、 前 記 織 物 か ら 取 り 外 さ れ て 、 前 記 織 物 を 継
ぎ 合 わ せ た 後 に 前 記 装 置 が 取 り 外 さ れ 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 織 物 は 、 織 若 し く は 不 織 で あ る か 、 或 い は 螺 旋 又 は ル ー プ か ら 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 織 物 は 、 機 械 上 で 継 ぎ 合 わ せ 可 能 な 織 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 継 目 支 援 装 置 を 用 い た 抄 紙 機 用 織 物 の 継 ぎ 合 わ せ を 支 援 す る 方 法 で あ っ て ：
　 機 械 と 交 差 す る 方 向 で 、 且 つ 機 械 方 向 に 前 記 織 物 の 第 １ 端 部 か ら 第 １ 距 離 で 、 前 記 継 目
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支 援 装 置 の 第 １ 部 分 の 第 １ 取 付 縁 部 を 前 記 織 物 に 取 り 付 け る 第 １ 取 付 ス テ ッ プ で あ っ て 、
前 記 第 １ 取 付 縁 部 が 、 前 記 織 物 の 表 面 の 隙 間 に 螺 旋 又 は ル ー プ 要 素 を 適 合 さ せ そ の 他 を 前
記 織 物 の 表 面 に 取 り 付 け ら れ 且 つ ピ ン ヤ ー ン 又 は 軸 棒 を 用 い て 前 記 の 要 素 を 固 定 し て 、 取
り 付 け ら れ る 、 第 １ 取 付 ス テ ッ プ と ；
　 機 械 と 交 差 す る 方 向 で 、 且 つ 機 械 方 向 に 前 記 織 物 の 第 ２ 端 部 か ら 第 １ 距 離 で 、 前 記 継 目
支 援 装 置 の 第 ２ 部 分 の 第 ２ 取 付 縁 部 を 前 記 織 物 に 取 り 付 け る 第 ２ 取 付 ス テ ッ プ で あ っ て 、
前 記 第 ２ 取 付 縁 部 は 、 前 記 織 物 の 表 面 の 隙 間 に 螺 旋 又 は ル ー プ 要 素 を 適 合 さ せ そ の 他 を 前
記 織 物 の 表 面 に 取 り 付 け ら れ ピ ン ヤ ー ン 又 は 軸 棒 を 用 い て 前 記 の 要 素 を 固 定 し て 、 取 り 付
け ら れ る 、 第 ２ 取 付 ス テ ッ プ ；
　 前 記 継 目 支 援 装 置 の 前 記 第 １ 部 分 の 第 １ 接 続 縁 部 を 前 記 継 目 支 援 装 置 の 前 記 第 ２ 部 分 の
第 ２ 接 続 縁 部 に 接 続 さ せ て 前 記 織 物 の 前 記 第 １ 端 部 と 前 記 第 ２ 端 部 と が 継 ぎ 合 わ せ る よ う
に 共 に 運 搬 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 織 物 の 前 記 第 １ 端 部 を 前 記 織 物 の 前 記 第 ２ 端 部 に 継 ぎ 合 わ せ る 継 ぎ 合 わ せ ス テ ッ プ
を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 織 物 か ら 前 記 第 １ 取 付 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 取 付 縁 部 を 取 り 外 し て 前 記 継 目 支 援 装 置 を
取 り 除 く 取 り 除 き ス テ ッ プ を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 部 分 及 び 前 記 第 ２ 部 分 は 、 実 質 的 に 同 様 の 寸 法 で あ り 、
　 前 記 の 取 付 縁 部 及 び 前 記 の 接 続 縁 部 は 、 平 行 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 取 付 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 取 付 縁 部 の 幅 は 、 実 質 的 に 前 記 織 物 の 幅 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 接 続 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 接 続 縁 部 は 、 実 質 的 に 前 記 織 物 の 幅 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 織 物 の 前 記 第 １ 端 部 か ら の 前 記 第 １ 距 離 は 、 実 質 的 に 前 記 第 １ 取 付 縁 部 か ら 前 記 第
１ 接 続 縁 部 へ の 距 離 で あ り 、
　 前 記 織 物 の 前 記 第 ２ 端 部 か ら の 前 記 第 ２ 距 離 は 、 実 質 的 に 前 記 第 ２ 取 付 縁 部 か ら 前 記 第
２ 接 続 縁 部 へ の 距 離 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 接 続 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 接 続 縁 部 は 、 ジ ッ パ ー 構 造 を 形 成 す る 噛 み 合 わ せ 要 素 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ 接 続 縁 部 及 び 前 記 第 ２ 接 続 縁 部 は 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 型 閉 鎖 具 か ら
な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 織 物 は 、 織 若 し く は 不 織 で あ る か 、 或 い は 螺 旋 又 は ル ー プ か ら 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 織 物 は 、 機 械 上 で 継 ぎ 合 わ せ 可 能 な 織 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載
の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 抄 紙 技 術 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 本 発 明 は 、 抄 紙 機 上 で 継 ぎ 合 わ せ を す る
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抄 紙 機 の 織 物 の 両 端 を 一 緒 に 引 っ 張 っ て 一 列 に 並 べ る 継 目 取 付 支 援 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 抄 紙 工 程 の 中 で 、 セ ル ロ ー ス 性 繊 維 質 巻 取 り 紙 は 抄 紙 機 の 形 成 部 に お い て 運 動 し て い る
形 成 織 物 の 上 に 繊 維 質 ス ラ リ ー 、 即 ち セ ル ロ ー ス 繊 維 の 水 分 散 液 、 を 沈 殿 さ せ る こ と に よ
り 形 成 さ れ る 。 多 量 の 水 が 形 成 織 物 の 表 面 上 に 繊 維 質 巻 取 り 紙 を 残 し な が ら 、 形 成 織 物 を
通 し て ス ラ リ ー か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 新 し く 形 成 さ れ た セ ル ロ ー ス 性 繊 維 質 巻 取 り 紙 は 、 形 成 部 か ら 一 連 の プ レ ス ニ ッ プ を 含
む プ レ ス 部 に 進 む 。 セ ル ロ ー ス 性 繊 維 質 巻 取 り 紙 は 、 一 つ の プ レ ス 織 物 に よ り 、 又 は 多 く
の 場 合 二 つ の プ レ ス 織 物 の 間 に 支 持 さ れ て プ レ ス ニ ッ プ を 通 過 す る 。 プ レ ス ニ ッ プ で は 、
セ ル ロ ー ス 性 繊 維 質 巻 取 り 紙 は 、 そ こ か ら 水 を 絞 り 出 し 、 且 つ 紙 シ ー ト の 中 に セ ル ロ ー ス
性 繊 維 質 巻 取 り 紙 を 折 込 み 巻 取 り 紙 に セ ル ロ ー ス 性 繊 維 を 互 い に 接 着 さ せ る 圧 縮 力 を 受 け
る 。 水 は 、 プ レ ス 織 物 に よ っ て 受 容 れ ら れ 、 且 つ 理 想 的 に は 、 紙 シ ー ト に は 戻 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 紙 シ ー ト は 最 後 に は 蒸 気 に よ り 内 部 か ら 加 熱 さ れ た 少 な く と も 一 連 の 回 転 可 能 な 乾 燥 機
ド ラ ム 又 は シ リ ン ダ ー を 含 む 乾 燥 機 部 に 進 む 。 新 し く 形 成 さ れ た 紙 シ ー ト は ド ラ ム の 表 面
に 対 し て 紙 シ ー ト を 密 着 保 持 す る 乾 燥 機 織 物 に よ り ド ラ ム の 列 の 各 々 の 周 り を 連 続 し て 蛇
行 す る 通 路 に 案 内 さ れ る 。 加 熱 さ れ た ド ラ ム は 蒸 発 に よ っ て 望 ま し い レ ベ ル に ま で 紙 シ ー
ト の 含 水 量 を 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 形 成 、 プ レ ス 及 び 乾 燥 機 織 物 は 、 す べ て 抄 紙 機 上 で エ ン ド レ ス ル ー プ の 形 を と り 且 つ コ
ン ベ ヤ ー と 同 様 な 機 能 を す る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。 更 に 、 製 紙 が か な り の ス ピ ー ド で
進 行 す る 連 続 工 程 で あ る こ と も 認 識 さ れ る べ き で あ る 。 換 言 す れ ば 、 繊 維 質 ス ラ リ ー が 形
成 部 で 形 成 織 物 の 上 に 連 続 的 に 沈 殿 さ せ ら れ る 一 方 、 新 し く 製 造 さ れ た 紙 シ ー ト は そ れ が
乾 燥 機 部 か ら 出 た 後 ロ ー ラ ー 上 に 連 続 的 に 巻 き 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 織 物 は 、 多 く の 様 々 な 形 態 を と る 。 例 え ば 、 そ れ ら は エ ン ド レ ス に 織 ら れ る か 、 或 い は
平 織 で あ っ て 続 い て 継 目 を 付 け て エ ン ド レ ス の 形 を 与 え ら れ て も 良 い 。 織 ら れ た 織 物 は 、
代 表 的 に は エ ン ド レ ス ル ー プ の 形 で あ る か 、 或 い は そ の 周 り を 縦 に 測 定 し た 特 定 の 長 さ と
、 そ れ を 横 切 っ て 横 に 測 定 し た 特 定 の 幅 と を 有 し て い る 形 で 継 ぎ 合 わ せ 可 能 で あ る 。 抄 紙
機 の 構 成 は 、 幅 広 く 変 化 し て い る か ら 、 抄 紙 機 織 物 の 製 造 業 者 は 彼 ら の 顧 客 の 抄 紙 機 の 特
定 の 場 所 に ぴ っ た り 合 う こ と を 要 求 さ れ る 寸 法 で 、 織 物 及 び そ の 他 の 抄 紙 機 織 物 を 生 産 す
る こ と が 要 求 さ れ る 。 云 う ま で も な く 、 各 織 物 は 代 表 的 に は 注 文 で 作 ら れ ね ば な ら な い か
ら 、 こ の 要 求 は 製 造 工 程 を 効 率 化 す る こ と を 困 難 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 最 近 の 抄 紙 機 の 織 物 は 、 ５ ～ ３ ３ フ ィ ー ト の 幅 、 ４ ０ ～ ４ ０ ０ フ ィ ー ト の 長 さ 及 び 近 似
的 に １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ポ ン ド の 重 量 を 有 し て も よ い 。 こ れ ら の 織 物 は 磨 り 減 っ て 交 換 を 必
要 と す る 。 織 物 の 交 換 は 機 械 を 停 止 し 、 磨 り 減 っ た 織 物 を 取 り 除 き 、 織 物 を 据 付 の た め に
組 み 立 て て 新 し い 織 物 を 据 え 付 け る こ と を 含 む 。 多 く の 織 物 は エ ン ド レ ス で あ る 一 方 、 今
日 抄 紙 機 の プ レ ス 部 で 使 用 さ れ る こ れ ら の 内 約 半 分 は 機 械 上 で 継 ぎ 合 わ せ 可 能 （ ｏ ｎ － ｍ
ａ ｃ ｈ ｉ ｎ ｅ － ｓ ｅ ａ ｍ ａ ｂ ｌ ｅ ） で あ る 。 一 部 の 製 紙 工 業 工 程 ベ ル ト （ Ｐ Ｉ Ｐ Ｂ ） は 登
録 商 標 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｂ ｅ ｌ ｔ と し て 知 ら れ る あ る 種 の 移 送 ベ ル ト の よ う に 、 機 械 上 の 継 目 能
力 を 持 つ べ く 目 論 ま れ て い る 。 織 物 の 据 付 は 織 物 の 本 体 を 機 械 の 上 に 引 っ 張 り 上 げ て エ ン
ド レ ス ベ ル ト を 形 成 す る よ う に 織 物 の 端 部 を 連 結 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 要 す る に 、 ど ん な 運 用 可 能 な 織 物 の 継 目 領 域 も 負 荷 の 下 で 作 動 さ せ る 必 要 が あ る し 又 製
造 さ れ る 紙 製 品 に 継 目 領 域 に よ る 周 期 的 な マ ー ク が 付 く こ と を 予 防 す る た め に 、 織 物 の 残
り の 部 分 と 同 じ 水 や 空 気 に 対 す る 透 過 率 を 持 た ね ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 こ れ ら の 必 要 条 件 に よ り 表 さ れ る 相 当 の 技 術 的 障 害 に も 拘 わ ら ず 、 こ れ ら が 据 付 出 来 る
こ と に 関 す る 比 較 上 の 容 易 さ と 安 全 性 の 故 に 、 継 ぎ 合 わ せ 可 能 な 織 物 を 開 発 す る こ と は 強
く 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 継 ぎ 合 わ せ を 容 易 に す る た め 、 多 く の 最 新 の 織 物 は 、 織 物 の 両 端 の 横 の 縁 部 に 継 ぎ 合 わ
せ ル ー プ を 持 つ 。 継 ぎ 合 わ せ ル ー プ そ れ 自 身 は 織 物 の 機 械 方 向 （ Ｍ Ｄ ） の 糸 に よ り 形 成 さ
れ る 。 継 目 は 、 織 物 の 両 端 を 一 緒 に 持 ち 寄 る こ と に よ り 、 織 物 の 両 端 で 継 ぎ 合 わ せ ル ー プ
を 噛 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 そ し て 織 物 の 両 端 を 一 緒 に 固 定 す る よ う 噛 み 合 わ せ た 継 ぎ 合
わ せ ル ー プ に よ り 規 定 さ れ た 通 路 を 通 っ て 、 所 謂 ピ ン 、 又 は 軸 棒 を 案 内 す る こ と に よ り 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 代 案 と し て 、 単 繊 維 継 ぎ 合 わ せ 螺 旋 が 抄 紙 機 の 織 物 の 両 端 の 各 で 継 ぎ 合 わ せ ル ー プ に 取
り 付 け ら れ て も 良 い 。 単 繊 維 継 ぎ 合 わ せ 螺 旋 は 少 な く と も 一 つ の 結 合 糸 に よ り 継 ぎ 合 わ せ
ル ー プ に 結 合 さ れ る 。 織 物 の 両 端 で 螺 旋 の コ イ ル は そ こ で 通 常 螺 旋 継 目 と し て 参 照 さ れ る
継 目 を 形 成 す る た め 抄 紙 機 上 で 互 い に 噛 み 合 わ せ て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 所 謂 縦 糸 ル ー プ 継 目 で は 、 ル ー プ の 列 は 、 織 物 の 構 造 中 の 縦 糸 の 伸 ば さ れ た 縁 部 の ル ー
プ か ら 形 成 さ れ る 。 所 謂 螺 旋 継 目 で は 、 ル ー プ の 各 列 は 、 分 離 し 予 め 形 成 さ れ た ヤ ー ン 螺
旋 か ら 形 成 さ れ る 。 な お 、 こ れ は 、 螺 旋 を 結 合 す る Ｃ Ｄ 軸 棒 に 沿 っ て 延 び 、 縦 糸 ヤ ー ン な
ど の 機 械 方 向 の ヤ ー ン と 互 い に 噛 み 合 わ さ れ て 、 Ｃ Ｄ 軸 棒 に よ り 、 織 物 の 継 目 端 部 に 結 合
さ れ る 。 代 案 と し て 、 螺 旋 は 継 目 の 縁 部 か ら 或 距 離 ほ ど か れ て い る 多 数 の 機 械 に 直 交 す る
方 向 の 糸 に よ り 織 物 に 取 り 付 け ら れ 得 る 、 そ の 上 で 螺 旋 の ル ー プ は こ の よ う に 形 成 さ れ た
緩 い 縁 部 の 部 分 に 挿 入 さ れ る 。 そ こ で 縁 部 は そ れ 自 身 の 上 に 折 り 返 さ れ て 、 例 え ば 、 ミ シ
ン を 使 用 し て 織 物 に 取 り 付 け ら れ る 。 如 何 に 螺 旋 が 取 り 付 け ら れ る か と は 関 係 な く 、 織 物
は 織 物 と 一 緒 に 連 結 す る 時 に 、 軸 棒 ワ イ ヤ 又 は 類 似 品 に よ り 一 緒 に 連 結 さ れ る よ う な ジ ッ
パ ー の よ う に 互 い に 噛 み 合 わ さ れ る 、 各 継 目 の 縁 部 に 沿 っ て 、 二 つ の 螺 旋 よ り 成 っ て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 代 案 と し て 、 織 物 は 特 許 文 献 １ の 、 Ｇ ａ ｕ ｔ ｈ ｉ ｅ ｒ に よ る 教 示 の よ う に 完 全 に 螺 旋 か
ら 形 成 で き る ； な お 、 こ の 文 献 を 参 照 し て 本 願 に 取 り 込 む 。 こ の 場 合 、 螺 旋 は 少 な く と も
一 つ の 結 合 ピ ン に よ り 互 い に 結 合 さ れ る 。 理 論 で は 、 継 目 は そ れ 故 結 合 ピ ン が 取 り 除 か れ
得 る 織 物 本 体 中 の ど ん な 位 置 に も あ り 得 る 。 織 物 に 対 す る 螺 旋 織 物 の 最 も よ く 知 ら れ た 利
点 は 継 目 が 織 物 本 体 に 対 し て 幾 何 学 的 に 同 様 で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 継 目 は 、 一 般 に 継 ぎ 合 わ さ れ た 織 物 の 決 定 的 部 分 で あ る 。 そ の 理 由 は 、 一 様 な 紙 の 品 質
、 低 い マ ー ク 付 け 及 び 織 物 の 優 れ た 走 行 性 は 厚 さ 、 構 造 、 強 度 、 透 過 率 な ど の よ う な 性 質
に 関 し て 織 物 の 残 り の 部 分 と 出 来 る だ け 同 様 な 継 目 を 必 要 と す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 抄 紙 機 上 で 織 物 を 継 ぎ 合 わ せ る こ と の 重 要 な 態 様 は 、 織 物 を 横 切 っ て 一 様 な 張 力 が あ る
こ と で あ る 。 も し 一 様 な 張 力 が 達 成 さ れ な く て 織 物 の 一 部 が 他 よ り も 多 く 引 か れ る 場 合 、
織 物 は 織 物 の 幅 を 横 切 っ て 引 き 得 る か 、 或 い は 畝 を 作 り 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 織 物 を 継 ぎ 合 わ せ る こ と の も う 一 つ の 態 様 は 、 織 物 本 体 へ の 損 傷 を 予 防 す る こ と で あ る
。 据 付 中 の 織 物 に 対 す る 損 傷 の 変 化 を 避 け る か 又 は 最 少 に す る た め に 、 非 一 様 な 張 力 、 重
量 及 び 圧 力 は 継 目 そ の も の に 関 し て 避 け ら れ ね ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ホ ッ チ キ ス 、 縫 い 込 み 及 び ／ 又 は 接 着 材 の 使 用 に よ り 織 物 に ジ ッ パ ー や マ ジ ッ ク テ ー プ
（ 登 録 商 標 ） 型 の 補 助 を 取 り 付 け る こ と は 通 常 の 慣 習 で あ っ た 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の
取 付 方 法 は 織 物 の 表 面 を 傷 め る こ と 可 能 性 が あ る の で 、 織 物 を 傷 め な い 方 法 を 使 用 す る こ
と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 織 物 、 特 に 非 常 に 長 い も の を 継 ぎ 合 わ せ る こ と の 更 な る 態 様 は 、 織 物 を 機 械 方 向 に 正 し
く 案 内 し 且 つ 振 動 し た り 又 は 機 械 の 片 側 に 寄 ら な い よ う に 、 機 械 の 中 に 織 物 本 体 を 正 確 に
並 べ る こ と で あ る 。 も し 織 物 の 案 内 又 は 追 跡 が 貧 弱 で あ る と 、 そ れ は 抄 紙 機 の 支 持 枠 と の
接 触 を 起 こ し て 織 物 の 損 傷 の 原 因 と な り 得 る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ５ ６ ７ ０ ７ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 公 開 第 ９ ７ ／ ２ ０ １ ０ ５ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 抄 紙 織 物 の 継 ぎ 合 わ せ を 支 援 す る 装 置 で あ る 。 本 装 置 は 、 張 力 を 減 少 さ せ る
こ と と 継 目 領 域 で 織 物 を 傷 め る こ と な く 織 物 の 端 を 一 列 に 並 べ る こ と と に よ っ て 、 一 様 な
継 目 を 形 成 さ せ る 問 題 に 一 つ の 解 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 抄 紙 織 物 を 継 ぎ 合 わ せ る 時 に 上 述 の 問 題 を 克 服 す る こ と が 本 発 明 の 一 つ の
目 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 織 物 の 表 面 に あ る 隙 間 を 使 用 し て 取 り 付 け る 、 織 物 を 継 ぎ 合
わ せ る 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 継 目 の 取 り 付 け を 支 援 す る 装 置 を 用 い て 、 抄 紙 機 の 織 物 の 継 ぎ 合 わ
せ を 支 援 す る 方 法 で あ る 。 本 発 明 は 、 継 目 の 取 り 付 け を 支 援 す る 装 置 の 第 一 部 分 の 第 一 取
付 縁 部 を 織 物 の 第 一 端 か ら 機 械 に 直 交 す る 方 向 で 且 つ 機 械 方 向 に 第 一 距 離 に あ る 織 物 に 取
り 付 け る 。 継 目 の 取 り 付 け を 支 援 す る 装 置 の 第 二 部 分 の 第 二 取 付 縁 部 は 、 織 物 の 第 二 端 か
ら 機 械 に 直 交 す る 方 向 で 且 つ 機 械 方 向 に 第 二 距 離 に あ る 織 物 に 取 り 付 け ら れ る 。 螺 旋 又 は
ル ー プ 要 素 を 持 っ て い る 第 一 と 第 二 取 付 縁 部 は 、 織 物 の 表 面 に あ る 隙 間 に 詰 め 込 ま れ て 且
つ ピ ン 又 は 軸 棒 を 用 い て 固 定 さ れ る 。 継 目 の 取 り 付 け を 支 援 す る 装 置 の 第 一 部 分 の 第 一 接
続 縁 部 は 、 そ れ で 継 目 の 取 り 付 け を 支 援 す る 装 置 の 第 二 部 分 の 第 二 接 続 縁 部 に 接 続 さ れ る
。 こ の 様 式 で 、 織 物 の 第 一 と 第 二 端 部 と は 、 継 ぎ 合 わ せ の た め 一 緒 に 持 ち 寄 ら れ る 。 継 目
の 取 り 付 け を 支 援 す る 装 置 は 、 織 物 か ら 第 一 と 第 二 取 付 縁 部 を 簡 単 に 引 き 離 す こ と に よ り
取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 第 一 と 第 二 部 分 と が 実 質 上 同 じ 寸 法 で あ っ て 、 又 取 付 縁 部 と 接 続
縁 部 と が 平 行 で あ る こ と を 含 む 。 第 一 と 第 二 取 付 縁 部 及 び 第 一 と 第 二 接 続 縁 部 の 幅 は 、 実
質 上 織 物 の 幅 で あ る 。 織 物 の 第 一 端 か ら の 第 一 距 離 は 、 実 質 上 第 一 取 付 縁 部 か ら 第 一 接 続
縁 部 ま で の 距 離 で あ り 、 又 織 物 の 第 二 端 か ら の 第 二 距 離 は 実 質 上 第 二 取 付 縁 部 か ら 第 二 接
続 縁 部 ま で の 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 尚 更 な る 態 様 は 、 第 一 と 第 二 接 続 縁 部 と が ジ ッ パ ー 機 構 又 は マ ジ ッ ク テ ー プ （
登 録 商 標 ） 型 の 閉 鎖 具 を 形 成 す る 噛 み 合 わ せ 要 素 か ら 成 る こ と を 含 む 。 継 ぎ 合 わ さ れ る べ
き 織 物 は 、 織 、 不 織 、 形 成 さ れ た 螺 旋 、 又 は 好 ま し く は 多 数 の 螺 旋 か ら 形 成 さ れ た も の で
あ り 、 且 つ 好 ま し く は 抄 紙 機 上 で 継 ぎ 合 わ せ 可 能 な も の が 良 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 下 記 に 示 す 図 面 を 種 々 参 照 し つ つ 本 発 明 を 詳 細 に 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 継 目 取 付 支 援 装 置 は 、 容 易 な 接 続 と 継 ぎ 合 わ せ を 可 能 に す る た め 一 列 に 並
べ て 継 目 領 域 か ら 張 力 を 取 り 除 く 方 法 と し て 継 目 領 域 で 織 物 の 両 端 を 一 緒 に 保 持 す る 手 段
を 提 供 す る 。 継 目 取 付 支 援 は 、 除 去 し た 後 織 物 の 表 面 に 損 傷 を 残 さ ず に 強 度 と 信 頼 性 を 与
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え る よ う な 方 法 で 織 物 に 取 り 付 け ら れ る こ と が 要 求 さ れ る 。 こ の こ と は 織 物 の 表 面 に お け
る 隙 間 の 中 に 詰 め 込 ま れ て 且 つ ピ ン 糸 又 は 軸 棒 を 用 い て 固 定 さ れ る 螺 旋 又 は ル ー プ 要 素 を
使 用 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 多 く の タ イ プ の 抄 紙 織 物 に 適 用 可 能 で あ る が 、 好 ま し く は 、 多 数 の 螺 旋 か ら
形 成 さ れ た 織 物 が 良 い 。 斯 か る 織 物 は ； 織 、 不 織 、 形 成 さ れ た 螺 旋 及 び 本 目 的 に 適 し た そ
の 他 の タ イ プ を 含 ん で い て 、 支 援 装 置 を 取 り 付 け て 使 用 で き る 隙 間 を 有 し て い る タ イ プ の
も の で も 良 い 。 本 発 明 は 、 特 に 抄 紙 機 上 で 継 ぎ 合 わ せ ら れ る 織 物 に 適 用 可 能 で あ る 。 図 ３
は 典 型 的 な 螺 旋 織 物 ３ ０ ０ の 表 面 を 示 し て お り 且 つ そ れ は 本 発 明 で 使 用 さ れ て も 良 い 。 表
面 を 横 切 る 隙 間 ３ １ ０ の パ タ ー ン を 注 記 す る 。 下 記 で 論 ぜ ら れ る よ う に 、 こ れ ら の 隙 間 は
織 物 に 本 発 明 を 取 り 付 け る 時 に 使 用 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 実 施 例 を 述 べ る 。 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 継 目 取 付 支 援 装
置 と 継 ぎ 合 わ さ れ る 織 物 と の 関 係 を 図 示 す る 透 視 図 で あ る 。 織 物 １ ０ ０ は そ の 表 面 に 隙 間
１ ５ ０ を 有 す る 上 述 の タ イ プ で あ る 。 好 ま し く は 、 こ の 織 物 は 、 抄 紙 機 の 上 に 載 せ ら れ た
方 が 継 ぎ 合 わ せ を 容 易 に す る 。 こ の 点 で 、 織 物 は エ ン ド レ ス ル ー プ を 形 成 す る た め に 第 二
端 １ ２ ０ と 継 ぎ 合 わ せ ら れ ね ば な ら な い 第 一 端 １ １ ０ を 持 つ 。 好 ま し く は 、 二 つ の 端 部 の
各 の 横 に 横 切 る 縁 部 は 継 ぎ 合 わ せ 工 程 を 容 易 に す る 継 ぎ 合 わ せ ル ー プ で あ る の が 良 い 。 継
ぎ 合 わ せ は 当 業 者 に 知 ら れ て い る 種 々 の 通 常 の 技 術 を 用 い て 実 行 し て も よ い 。 本 発 明 は 、
使 用 さ れ る 継 ぎ 合 わ せ 技 術 と は 無 関 係 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 １ で 示 す の は 、 支 援 装 置 １ ３ ０ で あ る 。 支 援 装 置 １ ３ ０ は 、 二 つ の 部 品 （ ど ち
ら も １ ３ ０ と 呼 ば れ る ） よ り 成 っ て い る 。 各 半 分 は 、 取 付 縁 部 １ ７ ０ と 接 続 縁 部 １ ４ ０ と
を 有 す る 。 好 ま し く は 、 支 援 装 置 １ ３ ０ は 、 実 質 上 織 物 と 同 じ 幅 を 持 つ の が 良 い 。 こ の こ
と は 取 付 縁 部 が 織 物 の 全 表 面 を 横 切 る 幅 に わ た っ て 広 が り 装 置 が 安 全 で あ る 時 に 張 力 が 働
い て い て も 安 全 で あ ろ う こ と を 意 味 す る 。 各 部 品 の 取 付 縁 部 と 結 合 縁 部 は 、 好 ま し く は 、
互 い に 平 行 で あ る の が 良 い 。 取 付 縁 部 １ ７ ０ は 、 織 物 の 表 面 に 取 り 付 け る た め 縁 部 に 沿 っ
て 横 に 予 め 形 成 さ れ た ル ー プ 又 は 螺 旋 要 素 を 取 り 付 け て い る 。 ピ ン 糸 又 は 軸 棒 が 装 置 を 当
の 場 所 で し っ か り さ せ る た め 織 物 の 表 面 と 噛 み 合 っ た 時 に ル ー プ を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 各
部 分 の 接 続 縁 部 １ ４ ０ は 、 半 分 を 一 緒 に 連 結 さ せ る 結 合 手 段 を 有 す る 。 結 合 手 段 １ ４ ０ は
ジ ッ パ ー 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 型 の 材 料 、 又 は ど ん な 他 の 結 合 手 段 で あ っ て も 良
い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 支 援 装 置 １ ３ ０ は 、 好 ま し く は 、 織 ら れ た 耐 久 性 の あ る 材 料 か ら 作 ら れ る の が 良 い 。 そ
れ は 木 綿 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 糸 又 は そ れ の 組 合 せ 又 は 目 的 に 適 し た そ の 他 の 材 料 で
あ り 得 る 。 ヤ ー ン （ ｙ ａ ｒ ｎ ） は 、 好 ま し く は 、 多 繊 維 が 良 い が 、 単 繊 維 、 撚 ら れ た 単 繊
維 、 紡 績 繊 維 、 又 は ど ん な そ れ ら の 組 合 せ で も あ り 得 る 。 最 初 に 織 織 物 を 参 照 し て き た が
、 強 化 や 非 強 化 の ス パ ン ボ ン ド （ マ イ ク ロ フ ァ イ バ ー の 衛 生 用 ・ 医 用 不 織 織 物 ） を 含 ん で
い る 不 織 材 料 、 も 又 使 用 さ れ て 良 い 。 編 ま れ た 材 料 も 又 使 用 で き る 。 三 軸 で 織 ら れ た 材 料
も 又 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 継 目 取 付 支 援 装 置 の 半 部 分 ２ ２ ０ の 織 物 ２ ０ ０ へ の 取 り 付 け 方 法
を 示 す 。 こ の 半 部 分 ２ ２ ０ は 、 織 物 の 他 端 に 同 様 に 取 り 付 け ら れ る 装 置 の 他 の 半 分 と 結 合
す る 接 続 要 素 ２ ３ ０ の 付 い た 結 合 縁 部 を 持 つ 。 部 品 ２ ２ ０ の 取 付 縁 部 ２ ４ ０ は 、 縁 部 に 沿
っ て 横 に 取 り 付 け ら れ た 予 め 形 成 さ れ た ル ー プ 又 は 螺 旋 要 素 を 含 む 。 も し 装 置 が 織 織 物 で
あ る な ら ば 、 取 付 ル ー プ ２ ４ ０ は 装 置 の 糸 に よ っ て 完 全 に 形 成 さ れ て も 良 く 、 或 い は そ れ
に 代 わ っ て ル ー プ は 通 常 当 業 者 に 使 用 さ れ る 種 々 の 取 付 方 法 を 使 用 し て 取 り 付 け ら れ て も
良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 織 物 に 装 置 を 取 り 付 け る た め 、 ル ー プ ２ ４ ０ は 、 織 物 の 表 面 の 隙 間 ２ １ ０ の 中 に 詰 め 込
ま れ る 。 従 っ て 、 継 目 取 付 支 援 装 置 は 、 織 物 の 構 造 を 利 用 し て 織 物 に 直 接 取 り 付 け ら れ る
。 斯 か る 構 造 、 例 え ば 螺 旋 織 物 で は 、 継 目 取 付 支 援 装 置 は 、 “ 螺 旋 ” 又 は “ ル ー プ ” 要 素
２ ４ ０ に よ っ て 織 物 の 表 面 に 取 り 付 け ら れ 得 る 。 “ 螺 旋 ” 又 は “ ル ー プ ” 機 構 は 、 螺 旋 織
物 表 面 の 隙 間 の 中 に 詰 め 込 ま れ る 。 い っ た ん こ れ ら の 取 付 縁 部 ２ ４ ０ が 挿 入 さ れ る と 、 ル
ー プ は ピ ン 又 は 軸 棒 、 糸 様 の 紐 又 は 部 材 、 ２ ５ ０ が 表 面 に 縁 部 を し っ か り と 取 り 付 け る た
め に 案 内 さ れ る 通 路 を 規 定 す る 。 そ れ 故 、 ピ ン が そ れ を 織 物 に 固 定 す る た め に 噛 み 合 わ さ
れ た ル ー プ ２ ４ ０ と 織 物 の 隙 間 を 通 っ て 挿 入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 取 付 縁 部 が 織 物 か ら 離
れ る こ と が 予 防 さ れ る 。 固 定 ピ ン を 取 り 除 く こ と に よ り 、 取 付 は 織 物 の 表 面 を 傷 つ け る こ
と な く 簡 単 に 解 除 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 取 付 ル ー プ ２ ４ ０ は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 ピ ン ２ ５ ０ に よ り 織 物 に 取 り 付 け ら れ る こ と
が 出 来 る 又 は ル ー プ ２ ４ ０ は 完 全 に 織 物 を 通 り 抜 け て 伸 び る こ と が 出 来 て 織 物 ２ ０ ０ の 裏
側 に は み 出 す 。 そ こ で ピ ン が 取 り 付 け ら れ た ル ー プ ２ ４ ０ を 通 過 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ピ ン 糸 又 は 軸 棒 ２ ５ ０ は 、 そ れ が 十 分 に 有 効 で あ る 限 り 織 物 ２ ０ ０ の 機 械 に 直 交 す る 全
幅 に わ た っ て 又 は そ れ の ほ ん の 一 部 だ け 若 し く は 数 部 分 に わ た っ て 伸 ば す こ と が 出 来 る 。
そ れ ら が 装 置 の Ｍ Ｄ 糸 か ら 形 成 さ れ よ う が 又 は 別 個 の ル ー プ や 螺 旋 で あ ろ う が 、 取 付 ル ー
プ の 数 は 機 械 上 へ の 据 付 の 際 織 物 を 引 っ 張 る の に 必 要 な 強 度 を 与 え る の に 十 分 で あ る べ き
で あ る が 、 織 物 本 体 の 中 へ の ル ー プ の 挿 入 、 又 は 斯 か る 領 域 の 中 （ 及 び 通 り 抜 け る ） へ の
ピ ン 糸 又 は 軸 棒 の 挿 入 を 妨 げ る ほ ど 多 い こ と は 注 記 さ れ る べ き で あ る 。 そ し て 又 、 取 付 ル
ー プ の 織 物 の 隙 間 へ の 一 対 一 対 応 を す る べ き 必 要 は 無 い 。 即 ち 、 も し ル ー プ の 数 が 織 物 の
隙 間 の 数 よ り 大 き け れ ば す べ て の 取 付 ル ー プ が 使 用 さ れ る 必 要 は 無 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 様 式 に お い て 、 装 置 の 各 半 分 は 織 物 の 一 端 近 く に 独 立 に 取 り 付 け ら れ る 。 取 付 縁 部
は な る べ く な ら 実 質 上 そ の 部 分 の 長 さ と 同 じ で あ る 織 物 の 端 か ら の 距 離 ； 即 ち 取 付 縁 部 か
ら そ の 部 分 の 結 合 縁 部 ま で の 距 離 で 取 り 付 け ら れ る 。 そ れ で 半 分 ず つ が 一 緒 に 連 結 ／ 結 合
さ れ る 。 取 り 付 け ら れ た 部 分 の 結 合 縁 部 が 一 緒 に 持 ち 寄 ら れ る 時 、 装 置 は 継 ぎ 合 わ せ の た
め お 互 い の 近 傍 に 織 物 の 両 端 を 引 っ 張 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 旦 織 物 が 継 ぎ 合 わ さ れ る と 、 軸 棒 ２ ５ ０ は 、 装 置 の 各 半 分 か ら 取 り 除 か れ て 、 そ れ に
よ り 今 や 一 緒 に 継 ぎ 合 わ さ れ て い る 織 物 の 両 端 か ら 、 装 置 を 引 き 離 し て 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 都 合 良 く 、 織 物 の 両 端 が 継 目 に 近 接 し て あ る 時 に 、 継 目 取 付 支 援 装 置 は 、 そ れ に よ り 、
よ り 大 き な 精 度 と 整 列 と を 与 え る 位 置 に 置 か れ る 。 そ し て 又 ホ ッ チ キ ス で 閉 じ た り 縫 い 込
む 方 法 を 使 用 し て い な い の で 、 織 物 に 損 傷 は 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 に 対 す る 改 変 は 、 当 業 者 に は 明 白 で あ る が 、 本 発 明 の 範 囲 を 越 え て 改 変 さ れ た 発 明
を も た ら す こ と は な い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 例 え ば 、 継 目 取 付 支 援 装 置 が 織 織 物 で 作 ら れ る な ら ば 、 そ れ は 要 素 ２ ４ ０ を 受 け 容 れ る
隙 間 を 創 る 方 法 で 織 ら れ る の が 良 い 。 こ れ ら の 隙 間 又 は 横 方 向 の 不 織 の 帯 は 簡 単 に Ｃ Ｄ 糸
を 織 り 込 ま ず に 形 成 さ れ て も 良 く 、 又 は 水 溶 性 の Ｃ Ｄ 糸 が 織 り 込 ま れ て 後 で 溶 解 さ れ て も
良 く 、 又 は Ｃ Ｄ 糸 を ほ ど く こ と に よ っ て 機 械 的 に 除 去 さ れ 得 る 。 何 れ の 方 法 で も 、 こ れ は
Ｍ Ｄ 糸 だ け の 領 域 の 何 れ の 側 に も 織 ら れ た 領 域 を 持 つ 織 物 の 平 ら な 帯 を 残 し て い る 。 こ の
織 物 は こ の 不 織 帯 で そ れ 自 身 の 上 に 折 り 畳 ま れ て 且 つ ほ ど か れ た Ｍ Ｄ 糸 は 今 や ル ー プ と し
て 作 用 す る 。 織 ら れ た 端 部 は 縫 い 込 ま れ る か 又 は 一 緒 に ホ ッ チ キ ス で 閉 じ ら れ て 且 つ ジ ッ
パ ー 材 料 に 取 り 付 け ら れ る こ と が 出 来 る 。 こ れ は 又 材 料 の Ｍ Ｄ の 帯 を 切 り 離 す こ と に よ り
そ し て 固 形 部 分 の 間 に 挟 ま れ た Ｍ Ｄ “ 隙 間 ” 帯 を 残 す こ と に よ り 、 不 織 織 物 部 分 に で も 施
す こ と が 出 来 る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 代 案 と し て 、 も し 織 物 が 織 若 し く は 不 織 で あ る な ら ば 、 締 め 糸 が 例 え ば Ｒ ｙ ｄ ｉ ｎ 社 の
特 許 文 献 ２ で 説 明 さ れ た 方 法 で 織 物 に 固 定 で き る 。 要 素 ２ ４ ０ は 、 要 素 ２ ４ ０ と 締 め 糸 と
共 に 形 成 さ れ る ル ー プ を 通 過 し て 軸 棒 を 通 す こ と に よ り そ こ に 連 結 で き る 。 継 目 が し っ か
り と 成 っ た 後 で 、 軸 棒 が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 斯 く し て 、 本 発 明 に よ り そ の 目 標 と 利 点 が 実 現 さ れ 且 つ 好 適 実 施 例 を 開 示 し て 詳 細 に 述
べ た が 、 そ れ ら の 範 囲 は そ れ に よ り 限 定 さ れ る べ き も の で は な く ； む し ろ 本 発 明 の 範 囲 は
、 添 付 し た 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 決 定 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 継 目 取 付 支 援 装 置 と 継 ぎ 合 わ さ れ る 織 物 と の 関 係 を 図 示 す る 透 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 、 継 目 取 付 支 援 装 置 の 織 物 へ の 取 り 付 け 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 織 物 に 取 り 付 け る た め 、 本 発 明 に よ り 使 用 さ れ る 織 物 表 面 を 横 切 る 隙 間 を 示 す 螺
旋 織 物 の 上 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ ０ ０ 　 　 織 物
　 １ １ ０ 　 　 第 一 端
　 １ ２ ０ 　 　 第 二 端
　 １ ３ ０ 　 　 支 援 装 置
　 １ ４ ０ 　 　 接 続 縁 部
　 １ ５ ０ 　 　 隙 間
　 １ ７ ０ 　 　 取 付 縁 部
　 ２ ０ ０ 　 　 織 物
　 ２ １ ０ 　 　 隙 間
　 ２ ２ ０ 　 　 半 部 分
　 ２ ３ ０ 　 　 接 続 要 素
　 ２ ４ ０ 　 　 取 付 縁 部
　 ２ ５ ０ 　 　 部 材
　 ３ ０ ０ 　 　 螺 旋 織 物
　 ３ １ ０ 　 　 隙 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 28日 (2005.12.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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